
平成２８年（２０１６）

６５６

11

ここは実験コーナー…
　  さあみんなでやってみよう！
　 　　　　    　　　( 子どもまつり会場にて )

ここは実験コーナー…
　  さあみんなでやってみよう！
　 　　　　    　　　( 子どもまつり会場にて )
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　今回選ばれる「マスコットキャラクター」「ＰＲロゴマーク」は、美浦村が発行する刊行物へ掲載したり、

全国のさまざまなイベントで美浦村のＰＲに活用されます。皆さん、ぜひ投票してください。

《選考の方法》
　投票結果を参考に選定委員会で選考を行い、最優秀作品１点（採用作品）、優秀作品２点を決定します。

《選考結果の発表》
・マスコットキャラクターは、来年４月に開館予定の地域交流館（仮称）のオープニングセレモニーの際に

　発表する予定です。

・ＰＲロゴマークは、１２月上旬までに村ホームページ等で発表する予定です。

《投票の条件》
　美浦村に在住、在勤、もしくは在学されている方が投票できます。

《応募者への特典》
　抽選で各５名の方に、２，０００円分の図書カードを贈呈します。

みんなで選ぼう！みんなで選ぼう！

ククマ クマークゴマゴマＰＲＰＲＲＲ ゴゴロＰＲロ ママＰＲロゴマ クククククママママゴゴロロＲＰＰＲＲＲ ママＰＰＲＲ クークロロゴＰＲロゴママＰＰＰＲロゴマ クＰＲロゴマーク

タタクタクタラクラクキャラキキャラトトキコッスコッマスマスママスコスコ トキトキマスコットキャラクタククタクタタタマス ラクタークタラクタャャトキトキトキッッスコマスコマママスコットキャラクターマスコットキャラクター

　応募総数４７５点から、以下の６作品を候補作品とさせていただきました。

□問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０内線２０７・２０８□問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０内線２０７・２０８

マスコットキャラクターマスコットキャラクター
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【投票期限】　平成２８年１１月３０日（水）

投票すると

図書カード（２，０００円分）の

　　　　  ゲットチャンス！

投票すると

図書カード（２，０００円分）の

　　　　  ゲットチャンス！

　応募総数２０９点から、以下の６作品を候補作品とさせていただきました。

※投票方法の手段および理由のいかんを問わず、投票期限までに必着とさせていただきます。

ＰＲロゴマークＰＲロゴマーク

【投票の方法】
・「美浦村マスコットキャラクター」のチラシにある投票用紙にはマスコットキャラクター１点の作品番号

　と必要事項を、「美浦村ＰＲロゴマーク」のチラシにある投票用紙にはＰＲロゴマーク１点の作品番号と

　必要事項を記載してください。投票回数はそれぞれお一人様１回のみです。どちらか一方だけの投票も

　できます。必要事項の記入もれ（選んだ理由を除く）がある場合は無効となります。

・投票用はがきをチラシから切り取り、ポストに投函して郵送するか、特設の投票箱に投票してください。

【投票用紙・投票箱設置場所】＊役場開庁時間内、中央公民館開館時間内に投票できます。
・美浦村役場庁舎１階住民課窓口（土・日・祝日は閉庁日）

・美浦村中央公民館１階事務室窓口（月・祝日は閉館日）
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むらの家計簿むらの家計簿

６７億０，２０９万４，１４３円歳 入 自主財源　　　４８．１％
３２億２，３７０万６，１５３円

依存財源　　　５１．９％
３４億７，８３８万７，９９０円

　平成２７年度の一般会計歳入決算額は６７億０，２０９万４，１４３円で、評価替え等により固定資産税の減収、個人住

民税も減収となりましたが、交付率引上げによる地方消費税交付金の増加、国・県支出金及び地方交付税の

増加等により、前年度と比較して９億９，８０２万５，２９８円（１７．５％）の増となりました。

　内訳としては、村税、繰入金、繰越金、寄附金等の自主財源が３２億２，３７０万６，１５３円（４８．１％）、これに対し

て国・県支出金、地方交付税、村債、地方消費税交付金等の依存財源は３４億７，８３８万７，９９０円（５１．９％）となっ

ています。村税は、対前年度比△１．５％、３，８１５万０，６９０円の減収となりました。

【一般会計歳入】

歳入歳出差引残金３億１，２４０万６，７５５円は、

平成２８年度へ繰越します。一　般　会　計

その他（１．５％）
　ゴルフ場利用税交付金・自動車取得税交付金・配当
　割交付金・株式等譲渡所得割交付金・利子割交付金
　・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

　１億０，１８９万５，８２５円

県支出金（１０．５％）
　７億０，４１８万３，２７７円
県支出金（１０．５％）
　７億０，４１８万３，２７７円

地方消費税交付金（４．５％）
　３億０，２１４万９，０００円

地方譲与税（１．６％）
　１億０，４１１万０，０００円

村たばこ税（１．５％）
　１億０，３２２万４，２５２円

繰入金（３．７％）
　２億４，７３２万６，９１７円

軽自動車税（０．６％）
　３，８８０万１，６６６円

繰越金（２．６％）
　１億７，３９０万０，３７１円

寄附金・諸収入等（５．６％）
　３億７，５４６万９，３８０円

村民税（１６．１％）
１０億８，１５６万４，３９４円

固定資産税（１８．０％）
１２億０，３４１万９，１７３円
固定資産税（１８．０％）
１２億０，３４１万９，１７３円

地方交付税（１３．５％）
　９億０，６８３万１，０００円
地方交付税（１３．５％）
　９億０，６８３万１，０００円

村債（１３．２％）
　８億８，３０３万９，０００円
村債（１３．２％）
　８億８，３０３万９，０００円

国庫支出金（７．１％）
　４億７，６１７万９，８８８円
国庫支出金（７．１％）
　４億７，６１７万９，８８８円

村税（３６．２％）

２４億２，７００万９，４８５円

村税（３６．２％）

２４億２，７００万９，４８５円

平成２７年度 美浦村決算報告平成２７年度 美浦村決算報告
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　平成２７年度一般会計歳出決算額は６３億８，９６８万７，３８８円で、農林漁業者トレーニングセンター耐震改修事業、

地域活動支援センター改修事業等が完了したことによる減少はありましたが、役場庁舎耐震補強改修工事お

よびソーラーＬＥＤ街灯設置工事や美浦中学校武道館天井・体育館外壁改修工事整備事業等を行ったことに

より、前年度と比較して８億５，９５１万８，９１４円（１５．５％）の増となりました。

　歳出の主なものは、目的別に民生費／医療・児童福祉扶助費、国民健康保険特別会計繰出金、総務費／役

場庁舎耐震改修事業、徴税事務経費、教育費／小・中学校運営経費、美浦中学校環境改善事業、農林水産業

費／産地確立推進事業、農業集落排水事業特別会計繰出金、衛生費／各種健診事業、ゴミ処理および斎場運

営負担金、土木費／道路新設改良事業、橋梁維持補修事業、公債費／地方債元利償還金、消防費／稲敷広域

消防負担金、消防団運営経費、議会費／議会活動および運営経費、商工費／商工会補助金等です。

６３億８，９６８万７，３８８円歳 出

【一般会計歳出】

※平成２８年４月１日現在の人口
　１６，２９２人で割り戻した額。
※平成２８年４月１日現在の人口
　１６，２９２人で割り戻した額。

３９２，１９８円

 村民一人当りの歳出額

《歳出の性質別内訳》

積立金　　　３，４３２万円（０．５％）

維持補修費　４，２９０万円（０．７％）

投資および出資金・貸付金
　　　　　　　　　　　３００万円（０．０％）

万円
（２２．３％）

円

万円

万円

議員報酬
各種委員報酬
特別職給与
職員給与等

消耗品
委託料

備品購入費等

児童手当
生活保護

特別会計への補助金

美浦村の平成２７年度歳入歳出決算（一般会計・特別会計・企業会計）が、９月の村議会定例会で認定

されました。すべての会計を集計した決算の総額は、歳入では１１９億４，５４９万２，０７０円、歳出では

１１５億６，８１４万０，６０３円となりました。前年度と比較して、歳入で５．２％、歳出で４．３％の増となって

います。

一部事務組合負担金
（江戸崎地方衛生土木等)

各種団体補助金等

『人と自然が輝くまち美浦』をめざして
　　　　　　　村のお金はこのように使われました
『人と自然が輝くまち美浦』をめざして
　　　　　　　村のお金はこのように使われました

商工費（０．６％）
　３，８４９万１，９８０円
商工費（０．６％）
　３，８４９万１，９８０円

民生費（２６．３％）
　１６億７，９９３万２，１６９円
民生費（２６．３％）
　１６億７，９９３万２，１６９円

教育費（１４．０％）
　８億９，５６８万６，００３円
教育費（１４．０％）
　８億９，５６８万６，００３円

農林水産業費（１０．３％）
　６億５，５２０万１，５４０円
農林水産業費（１０．３％）
　６億５，５２０万１，５４０円

公債費（７．３％）
　４億６，９１４万８，０３４円
公債費（７．３％）
　４億６，９１４万８，０３４円

消防費（４．９％）
　３億１，０８５万０，０６５円
消防費（４．９％）
　３億１，０８５万０，０６５円

議会費（１．９％）
　１億１，９４９万２，８２０円
議会費（１．９％）
　１億１，９４９万２，８２０円

総務費（１６．３％）
　１０億４，４９０万９，８７０円
総務費（１６．３％）
　１０億４，４９０万９，８７０円

万円万円
（（２２２２．３３％）％）

円円

万円万円

万円万円

議員報酬
各種委員報酬
特別職給与
職員給与等

消耗品
委託料

備品購入費等

児童手当
生活保護

特別会計への補助金

一部事務組合負担金
（江戸崎地方衛生土木等)

各種団体補助金等

衛生費（１０．０％）
　６億３，９７２万５，５９７円
衛生費（１０．０％）
　６億３，９７２万５，５９７円

土木費（８．４％）
　５億３，６２４万９，３１０円
土木費（８．４％）
　５億３，６２４万９，３１０円
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村の預金（基金）と借金（地方債残高）の状況（一般会計）

借金（地方債残高）６８億３，０６６万円

９，８５０万円

１，７２０万円

１億３，９０７万円

２，０８０万円

１４億３，３２４万円

５億６，８１６万円

４，３９１万円

１億８，２８０万円

１億７，３３１万円

９９８万円

４０億３，０９７万円

５，８７６万円

５，３９６万円

・一般公共事業債

・災害復旧事業債

・緊急防災・減災事業債

・全国防災事業債

・教育・福祉施設等整備事業債

・一般単独事業債

・厚生福祉施設整備事業債

・財源対策債

・減税補てん債

・臨時税収補てん債

・臨時財政対策債

・減収補てん債

・都道府県貸付金

６億２，２９６万円

１億０，１６２万円

５，４１４万円

７，９１５万円

１億８，９２５万円

６，７８０万円

２億２，３２０万円

１，２７７万円

８４２万円

１，７４３万円

２，３９１万円

３０８万円

１億１，２９６万円

３４４万円

・財政調整基金

・減債基金

・ふるさと基金

・公共公益施設整備基金

・地域福祉基金

・陸平基金

・学校施設建設基金

・地域振興基金

・安中地区総合開発関連公共施設

　整備基金

・通学交通基金

・ふるさと応援基金

・公共施設の屋根貸し等による

　太陽光発電事業基金

・土地開発基金

・収入印紙等購買基金

預金（基金の現在高）１５億２，０１３万円

【基金】特定の目的のために維持、積立、運用する財産。

【地方債】臨時突発的な出費や将来の住民も経費を分担す

　ることが公平である場合等において、村の資金調達のた

　めに負担する債務。

指標でみる平成２７年度の財政事情

公債費は借入金の返済金のこと

で、これが一般財源に占める割

合を示し、数値が高いほど財政

を圧迫しています。

地方自治体の財政力を示す指数

です。１に近づくほど、もしく

は１を超えれば超えるほど自主

財源があるとされています。

財政構造の弾力性（余裕）を示す

ものです。今日ではほとんどの

地方自治体が８０％を超えて注意

の状態です。

【資金不足比率】公営企業会計の資金不足額の

　事業規模に対する比率です。２０％以上で経営

　健全化団体となり、公営企業の経営の健全化

　を図る計画を策定しなければなりません。

【実質公債費比率】一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率です。
※１８％以上で地方債を発行する際に県知事の許可が必要。２５％以上で財政健全化団体。３５％以上で財政再生団体。

※財政健全化団体は地方債発行で一部制限有り。財政再生団体は地方債発行で多くの制限有り。

【将来負担比率】地方債の残高をはじめ一般会計等が将来負担すべき、現時点での実質的な負債の標

　準財政規模に対する比率です。３５０％以上で財政健全化団体となります。

【実質赤字比率】一般会計等を対象とした実質

　赤字の標準財政規模に対する比率です。
※１５％以上で財政健全化団体、２０％以上で財政再生団体。

【連結実質赤字比率】全ての会計を対象とした

　実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
※２０％以上で財政健全化団体、３０％以上で財政再生団体。

※資金不足額がないため、「－」（該当なし）表示となります。

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」

　（該当なし）表示となります。

《平成２８年３月末現在》

－ － ４．５％ ４１．５％

実質赤字
比　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　率

将来負担
比　率

－ － － －

水道事業
会　計

電気事業
会　計

公共下水道事業
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

経常収支比率　８８．５％ 公債費負担比率　９．７％ 財政力指数　０．７７７

健全化判断比率

公営企業会計資金不足比率

※上記の他に、特別会計で４７億３，３５４万円、企業

　会計で１７億６，３３２万円の地方債残高があります。
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５億８，７６３万３，１００円５億８，７６３万３，１００円

５億７，８６４万５，０４４円５億７，８６４万５，０４４円

６４８万０，０００円６４８万０，０００円

１億６，４３３万２，８４１円１億６，４３３万２，８４１円

特　別　会　計

差引

差引

８９８万８，０５６円

△１億５，７８５万２，８４１円

２２億８，３８２万９，８３３円２２億８，３８２万９，８３３円

２２億２，４８２万３，８０４円２２億２，４８２万３，８０４円
国 民 健 康 保 険

歳入

歳出

５，９００万６，０２９円を

平成２８年度へ繰越

１億７，３８６万７，６３９円１億７，３８６万７，６３９円

１億６，２２９万２，０７５円１億６，２２９万２，０７５円

１，１５７万５，５６４円を

平成２８年度へ繰越
農業集落排水事業

歳入

歳出

９億４，１４４万９，０４１円９億４，１４４万９，０４１円

８億９，６２１万０，６９４円８億９，６２１万０，６９４円

４,５２３万８,３４７円を

平成２８年度へ繰越
公共下水道事業

歳入

歳出

１０億２，６４８万６，６２８円１０億２，６４８万６，６２８円

９億８，３６０万８，５９０円９億８，３６０万８，５９０円

４，２８７万８，０３８円を

平成２８年度へ繰越
介 護 保 険

歳入

歳出

１億１，８９８万７，９０１円１億１，８９８万７，９０１円

１億２，００６万２，１６１円１億２，００６万２，１６１円
１０７万４，２６０円を

平成２８年度へ繰越
後期高齢者医療

歳入

歳出

企業会計

水道事業

収益的

資本的

収入

支出

差引

５，４０３万７，２５９円
収益的

収入

支出

収入

支出

　歳入の主なものは、共同事業交付金４億８，３５７万６，３６０円（２１．２％）、国庫支出金４億３，１６０万７，７９９円（１８．９％）、前期高齢者交

付金４億１，８１２万６，４５３円（１８．３％）で、全体の５８．４％を占めます。国民健康保険税の現年分徴収額は３億８，３８７万７，９８６円で、

被保険者（年間平均４，８４４人）一人あたり７万９，２４８円です。

　歳出では、保険給付費が総額（国保負担分）で１２億３，７８５万４，９８３円（構成比５５．６％）となりました。保険給付費の主なもの

は療養給付費で１０億９，９２７万７，０２６円（４９．４％）を支出、被保険者一人あたり２２万６，９３６円（年間平均４，８４４人）、一世帯あたり

３８万３，９６０円（年間平均２，８６３世帯）でした。高額療養費は１億２，９９１万６，５９７円を支給しています。また、共同事業拠出金は４

億８，２７４万１，７５３円（２１．７％）を支出しました。

　舟子地区、信太地区、安中地区、大須賀津地区の保守点検および運転管理を行いました。

　平成２７年度は、主に土屋地区面整備管渠工事（延長約５，４００ｍ）を実施しました。また、本年度においても公共下水道へ

の早期新規接続者に対し、接続工事補助金を交付しました。

　保険料調定額は２億３，０６５万９，５８６円（特別徴収額２億０，０２８万１，３９０円、普通徴収額２，６５４万８，４００円、滞納繰越分３８２万９，７９６

円）で、第１号被保険者数は４，３１９人、受給者数は５３９人となっており、保険給付費は８億７，６０８万７，４９６円となっています。

　保険料調定額は、８，６４５万７，６００円（特別徴収額６，１２９万１，０００円、普通徴収額２，４２０万６，３００円、滞納繰越分９６万０，３００円）で、

被保険者数（平成２７年度末）は１，９９７人となっています。

　収益的収入支出は経営活動に伴う収支の事で、資本的収入支出は施設建設整備等に伴う収支の事です。資本的収支の不

足額は留保資金（減価償却費等）等で補填しています。平成２７年度は、美駒地先の配水管布設工事（１，５０２．０ｍ）を行いました。

０円０円

４，９５５万２，２６６円４，９５５万２，２６６円

１億０，３５８万９，５２５円１億０，３５８万９，５２５円

０円０円

電気事業

資本的
収入

支出

　収益的収入は主に売電で得た収入です。当初の発電見込を上回る２，６６１，２８６ｋＷｈを発電しました（達成率１１４．６７％）。収益

的支出は主に発電所に係るメンテナンス委託料や建設費の減価償却費となっています。

差引

０円
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています

（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

宮
地
地
区
の
諸
岡
辰
巳
さ
ん
・

ま
さ
子
さ
ん
ご
夫
婦
が
、
夫
婦
そ

ろ
っ
て
米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
辰
巳
さ
ん
、
９
月

に
ま
さ
子
さ
ん
が
８８
歳
の
お
誕
生

日
を
迎
え
、
１０
月
に
は
親
族
等
が

３０
人
以
上
集
結
し
た
お
祝
い
の
会

も
催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
辰
巳
さ

ん
は
「
盛
大
に
祝
っ
た
」
と
嬉
し
そ

う
な
表
情
。
ま
さ
子
さ
ん
も
そ
の

横
で
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み
ま
す
。

　

お
二
人
は
な
ん
と
、
今
も
現
役

の
レ
ン
コ
ン
農
家
さ
ん
。
お
孫
さ

ん
と
３
人
で
上
質
な
レ
ン
コ
ン
を

生
産
し
て
い
ま
す
。「
レ
ン
コ
ン
農

家
を
す
る
の
は
楽
し
い
！
」
と
い

う
言
葉
の
と
お
り
、
レ
ン
コ
ン
の

話
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
元
気
の
秘

訣
は
、「
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
、

天
真
爛
漫
で
人
の
事
を
気
に
せ
ず

に
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
働
く

こ
と
」
だ
そ
う
。

　

今
後
も
お
元
気
で
、
お
い
し
い

レ
ン
コ
ン
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

長
寿
の
お
祝
い
！
健
や
か
最
高
齢
認
定

長
寿
の
お
祝
い
！
健
や
か
最
高
齢
認
定

　

１０
月
１２
日
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
実

施
事
業
「
村
内
健
や
か
最
高
齢
者
」
認
定

者
と
な
っ
た
吉
野
喜
一
さ
ん
（
上
宿
）
、

坂
入
都
さ
ん
（
下
舟
子
）
宅
を
村
長
が
訪

れ
、
表
彰
状
と
祝
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
の
認
定
と
な
る
吉
野

さ
ん
は
９７
歳
。
昨
年
と
変
わ
ら
ず
穏
や

か
な
様
子
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

吉
野
さ
ん
は
ご
家
族
で
麹
店
を
営
ま
れ

て
お
り
、
商
品
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
も
人
気
で
す
。「
吉
野
さ
ん

が
守
っ
て
き
た
伝
統
の
味
を
村
の
発
展

に
活
か
し
て
い
き
た
い
。
」
と
、
村
長
は

声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

坂
入
さ
ん
は
今
年
１
０
０
歳
。
草
取

り
や
掃
除
も
平
気
で
こ
な
し
、
息
子
さ

ん
い
わ
く
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
ご
飯
の
準
備
は
息
子
さ
ん
が

担
当
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
こ

な
し
、
ご
家
族
で
仲
良
く
支
え
合
っ
て

い
る
の
が
元
気
の
秘
訣
の
よ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ご
家
族
と
仲
良
く
、
健

や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ね
。

　１０月２日、中央公民館にて美浦村子ども会育成

連合会主催の「第１６回子どもまつり」が開催され、

村内の小学生４０７名が参加し、１４のアトラクショ

ンを体験しました。

　このまつりでは、体験コーナーで作った作品は

持ち帰ることができる、アトラクションで賞品が

もらえる、成績優秀者は閉会式で表彰されるとい

った楽しみもあり、参加した子どもたちは様々な

体験や遊びを通して親睦を深めるとともに、充実

した時間を過ごしました。

　９月２９日、フォークダンスひまわり同好会は、

土浦市の介護事業所ケアパートナー・みなみを訪

問し、フォークダンスを披露するボランティア活

動を行いました。

　オクラホマミキサー、３６５日の紙飛行機等１０曲

のダンスを披露し、来所者や職員もダンスの輪に

加わり、楽しいひとときを過ごしました。

祝
・
夫
婦
で
米
寿

祝
・
夫
婦
で
米
寿

ボランティアで
　　フォークダンスを披露
ボランティアで
　　フォークダンスを披露

第１６回子どもまつり開催第１６回子どもまつり開催

吉野喜一さん吉野喜一さん坂入都さん坂入都さん
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十
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
虫
・
音｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

仕
舞
い
忘
れ
た
風
鈴
ひ
と
つ
音
色
淋
し
い
秋
の
宵　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

夜
の
静
寂
に
足
音
た
て
ず
具
合
い
み
て
ゆ
く
子
に
感
謝　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

月
の
青
さ
を
優
し
く
受
け
て
草
に
こ
ぼ
れ
る
虫
し
ぐ
れ　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

弱
音
吐
か
な
い
豪
栄
道
の
賜
杯
抱
え
た
涙
顔　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

秋
の
し
じ
ま
に
虫
の
音
染
み
て
偲
ぶ
母
御
の
人
情
味　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

遠
く
虫
の
音
ま
あ
る
い
月
に
母
を
重
ね
て
偲
ぶ
夜　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

虫
の
音
を
追
い
降
り
立
つ
庭
に
秋
を
賞
で
よ
と
彼
岸
花　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

夜
の
と
ば
り
に
虫
の
音
高
く
焦
が
す
思
い
を
轟
か
す　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

星
の
降
る
夜
は
清
し
い
虫
の
三
部
合
唱
冴
え
渡
る　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

朝
は
食
っ
た
が
昼
飯
抜
い
て
ぐ
っ
と
鳴
っ
て
る
腹
の
虫　
　
　
　

武
田
か
ず
お

涼
し
夜
風
に
満
月
眺
め
虫
の
鳴
く
音
に
癒
さ
れ
る　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

響
く
大
正
琴
の
音
優
雅
な
音
色
澄
ん
だ
空
気
が
味
方
す
る　
　
　
　

木
村
幸
子

秋
の
長
雨
よ
う
や
く
や
ん
で
久
し
ぶ
り
聞
く
虫
の
声　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

落
穂
つ
い
ば
む
白
鷺
一
羽
庭
に
虫
の
音
日
暮
れ
ど
き　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

外
は
長
雨
居
眠
り
夫
婦
音
が
寝
薬
テ
レ
ビ
前　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

秋
の
窓
辺
に
小
さ
な
命
白
い
月
夜
を
鳴
き
明
か
せ　
　
　
　
　
　
　

山
口
壱
路

ス
ス
キ
飾
っ
て
十
五
夜
の
月
空
の
雲
行
き
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　

関
根
秀
子

虫
の
鳴
く
音
に
寂
し
さ
増
し
て
今
朝
は
枕
も
湿
り
が
ち　
　
　
　

篠
原
美
千
代

　
花
芒
揺
れ
て
夕
日
を
掃
き
散
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

木
枯
し
は
神
の
口
笛
遠
筑
波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

十
三
夜
古
い
廊
下
の
古
い
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

深
呼
吸
腹
い
っ
ぱ
い
の
金
木
犀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

難
病
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
秋
寂
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

秋
晴
れ
や
婆
も
参
加
の
運
動
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

恙
な
く
過
ぎ
し
ひ
と
日
の
と
ろ
ろ
汁　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

一
人
寝
の
夜
半
の
目
覚
や
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

栗
拾
ふ
余
生
の
夢
を
拾
ふ
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

語
ら
い
の
ひ
と
日
な
き
過
ぐ
夜
長
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

糸
瓜
忌
や
我
が
毎
日
が
句
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

七
十
路
や
晩
秋
の
旅
ル
ン
ル
ン
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

ば
あよ

わ

つ
つ
が

へ

ち

ま

き

な

な

そ

じ

こ

が

え

ん

つ

く

ば
し

は

い

は

は

ご

め

こ
　

と

ご

う

え

い

ど

う

み　

ほ　

文　

芸

み　

ほ　

文　

芸

お

ち

ぼ

は
な
す
す
き

　

会
場
で
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
活
動
に
つ
い
て
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
心
配
ご
と

や
悩
み
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、

地
区
の
委
員
さ
ん
に
相
談
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
他
受
賞
作
品
は
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１０

月
１６

日
、
陸
平
貝
塚
公
園
に

て
「
第
１９

回
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
で
、
絶
好
の
お
ま
つ
り
日

よ
り
。
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
、
賑
や
か
な
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
ま
が
玉
や
土
笛

作
り
・
火
起
こ
し
や
弓
矢
等
、
古

代
の
様
々
な
体
験
が
で
き
た
ほ
か
、

鮎
焼
き
・
豚
汁
・
打
ち
た
て
の
そ

ば
等
、
美
味
し
い
食
べ
も
の
が
模

擬
店
に
な
ら
び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

力
強
い
縄
文
太
鼓
や
元
気
い
っ
ぱ

い
の
安
中
音
頭
、
神
秘
的
な
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
、
ド
キ
ド
キ
の

お
楽
し
み
抽
選
会
等
が
行
わ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ま
つ
り
も
大
盛
況
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

協
賛
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
企
業

・
団
体
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

俚
謡
コ
ン
テ
ス
ト
・
陸
平
賞

俚
謡
コ
ン
テ
ス
ト
・
陸
平
賞

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
・
優
勝

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
・
優
勝

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
を
P
R

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
を
P
R

「
仮
面
の
女
神
」

「
仮
面
の
女
神
」

陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会

　
　
　
　
　
　

縄
文
土
器
部
会

陸
平
を
ヨ
イ
シ
ョ
す
る
会

　
　
　
　
　
　

縄
文
土
器
部
会

「
秋
の
お
祭
り
安
中
音
頭

　

み
ん
な
楽
し
く
お
ど
っ
て
る
」

「
秋
の
お
祭
り
安
中
音
頭

　

み
ん
な
楽
し
く
お
ど
っ
て
る
」

浅
野　

瑞
季
さ
ん

浅
野　

瑞
季
さ
ん

第
１９

回
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り
開
催
！！

第
１９

回
陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り
開
催
！！
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□問合せ　自衛隊茨城地方協力本部

　龍ヶ崎地域事務所（龍ケ崎市寺後

　３６２９－５）☎０２９７－６４－３３５１

＊自衛隊茨城地方協力本部ホームペ

　ージにも募集情報を掲載していま

　す。（http://www.mod.go.jp/pco/ib

　araki/）※自衛官候補生（男子）は年間を通じて募集しています。

受験資格

受付期間

中学校卒業（見込み含む）の資格を有する１７歳未満

の男子

１１月１日から平成２９年１月６日

試験期日

１次：平成２９年１月２１日

２次：平成２９年２月２日から５日までの間のうち

　　　指定する１日

左記以外にも各種の募集があります。

その他、急遽募集内容等が変更にな

る場合があります。詳細については

下記の事務所までお問合せください。

将来陸上自衛隊において、高機能化・システム化された装備品

を駆使・運用するとともに、国際社会においても自信をもって

対応できる自衛官となる者を養成するために、中学校卒業予定

者等を対象に採用する制度です。そのため、個人の適性に応じ

て、幅広い教養と豊かな人間性を養い、将来陸上自衛官として

大きく進展できる基礎を作ります。

自衛官等募集案内自衛官等募集案内自衛官等募集案内
《陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般）》《陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般）》《陸上自衛隊高等工科学校生徒（一般）》

尾関 知人 調教師 齋藤 大 調教助手

レッドファルクス号「第５０回スプリンターズステークス」「第５０回スプリンターズステークス」

　１０月２日、中山競馬場（１２００ｍ芝コース）で行わ

れた第５０回スプリンターズステークスにおいて、美

浦トレーニング・センター尾関知人厩舎所属のレッ

ドファルクス号が優勝しました。

　高松宮記念と並んでＧⅠの中でも最も短距離のこ

のレース。各馬揃ったスタートとなった中、負けず

に好スタートを切ったレッドファルクス号は馬群の

中団から勝機を伺う流れに。最終コーナー手前から

徐々に加速して先行集団に追いつくと、直線に入っ

て一気にスパート。粘る先行馬と追い上げる後続馬

で一団となる中、グイグイと前に出ていきアタマ差

抜け出してゴール。激闘を制して優勝しました。

　担当の齋藤調教助手は、「大人しくて手のかからな

い仔です。夏休みから帰ってきてフレッシュな状態

でしたので、このレースを楽しみにしていました。

ゴールはライブで見ていましたが、勝ったのを見て

も不思議と感情的なものは特に何もなく声も出ませ

んでした。なんだか夢を見ているみたいで。ＧⅠを

勝った実感が湧いてきたのは、何日か過ぎて新聞を

見てからです。」と語ってくれました。

　大舞台に臆せず躍動感あふれる走りで、最速スプ

リンターの称号を手にしたレッドファルクス号。新

たなスターの誕生ですね。
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皆
さ
ん
は
ご
自
身
の
「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
を
考
え
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
と
い
う
意
味

で
す
。
内
閣
府
に
よ
る
と
、「
や
り

が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら
働

き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど

に
お
い
て
も
、
子
育
て
期
、
中
高

年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に

応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・

実
現
で
き
る
社
会
」
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
。
私
自
身
が
会
社
勤
め

を
し
て
い
る
と
き
に
は
、「
残
業
時

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

　

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　

北
林

 

日
菜

間
を
減
ら
し
、
趣
味
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
時
間
が
増
え
れ
ば
理
想
的

よ
ね
〜
。
」
な
ど
と
漠
然
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
し
、
会
社
側
の
考
え

方
も
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

＝
労
働
時
間
の
削
減
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
小
さ
な
子
ど
も

を
育
て
る
主
婦
と
い
う
立
場
に
な

っ
て
み
て
改
め
て
言
葉
の
定
義
を

見
直
し
て
み
る
と
、
単
純
に
「
仕

事
を
し
て
い
る
人
間
が
仕
事
時
間

を
減
ら
せ
ば
よ
い
」
と
い
う
問
題

で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
親
の
介
護
に
専
念
し

て
い
る
方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

に
外
注
す
れ
ば
「
仕
事
」（
ワ
ー
ク
）

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
家
庭
生
活

（
ラ
イ
フ
）
の
一
環
と
し
て
担
っ
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
の

や
り
が
い
と
い
う
も
の
と
は
ま
た

違
う
、
家
族
へ
の
思
い
に
裏
打
ち

さ
れ
た
充
実
感
や
幸
福
が
存
在
す

る
こ
と
も
確
か
で
す
が
、
必
ず
し

も
「
ラ
イ
フ
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
に
、
介
護
に
お
い
て
女
性
が
主

な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

「
問
題
は
あ
る
が
現
実
的
に
は
や

む
を
得
な
い
」
と
考
え
て
い
る
人

が
７
割
（
平
成
２８
年
度
美
浦
村
調

査
）
に
の
ぼ
る
な
ど
、
現
状
に
甘

ん
じ
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
態
で
女
性
の
就
労
促
進

を
し
て
も
、
女
性
の
負
担
が
増
え

る
だ
け
で
し
ょ
う
。

　

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と

い
う
言
葉
の
認
知
度
は
、
美
浦
村

に
お
い
て
は
４２
・
５
%
（
平
成
２４

年
度
）
で
す
。
半
数
以
下
の
理
解

で
は
現
状
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ

れ
ぞ
れ
の
「
ワ
ー
ク
」「
ラ
イ
フ
」
に

対
す
る
思
い
を
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

共に輝くみほの会

男女がともに

輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに

輝くためために

□お問合せ　役場企画財政課

　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８

□お問合せ　役場企画財政課

　☎０２９－８８５－０３４０内線２０８

□お問合せ先　美浦村商工会青年部

　　　　　　　☎０２９－８８５－２２５０

・１１月２日　横越商工会青年部交流会

・１１月３日　みほ産業文化フェスティバル

・１１月８日　商工会青年部・女性部全国組

　　～９日　織化５０周年式典商工会青年部

　　　　　　全国大会

・１１月１２日　ＭＩＨＯカップリングパーテ

　　　　　　ィー

・１１月３日　みほ産業文化フェスティバル

・１２月３日　チャレンジショップ美浦

＊大人気「美浦の馬あらあ」（美浦村産コシ

　ヒカリで作る中華風蒸しカステラ）販売

　します。

◎商工会青年部 青
年
部
・
女
性
部
と
も
に

陸
平
縄
文
ム
ラ
ま
つ
り
に
出
店
し
ま
し
た
。

▼

◎商工会女性部

男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？
男女共同参画社会について
一緒に学んでみませんか？

美浦村女性行政推進協議会（共に輝くみ

ほの会）では、活動を共にできる会員を

募集しています。（男性の入会も可）

　お問合せ　役場企画財政課

美浦村商工会だより《１１月・１２月》美浦村商工会だより《１１月・１２月》
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◇
日
時　

１２
月
１０
日
（
土
）
午
前
８

時
・
役
場
駐
車
場
集
合

◇
参
加
費　

１
５
０
０
円

◇
募
集
人
数　

２３
名

◇
申
込　

１１
月
３０
日
（
水
）
ま
で
に

村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

　

お
い
し
い
こ
ん
に
ゃ
く
を
手
作

り
し
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

１２
月
１５
日
（
木
）
午
後
１

時
〜

◇
参
加
費　

６
０
０
円

◇
募
集
人
数　

１０
名

◇
申
込　

１２
月
２
日
（
金
）
ま
で
に

村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
広
報
紙
が
お
手
元
に
届
く
日
が

均
一
で
な
い
の
で
、
先
着
順
で

は
な
く
食
の
安
心
安
全
講
習
会

等
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
を

優
先
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

美
浦
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、

消
費
者
美
浦
や
ま
ゆ
り
会
、
食
生

活
改
善
推
進
員
、
地
元
の
方
々
等

の
ご
協
力
に
よ
り
、
食
の
安
心
安

全
調
理
実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
味
噌
づ
く
り
・
ス
イ
ー

ツ
づ
く
り
等
も
企
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、
現
在
は
こ
ん
な
情
報

が
出
て
い
ま
す
。

　

平
成
２５
年
１０
月
２
日
か
ら
１０
月

４
日
に
製
造
さ
れ
た
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
「
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
用
バ

ッ
テ
リ
ー
」
に
つ
い
て
、
９
月
２７

日
に
新
聞
に
て
リ
コ
ー
ル
社
告
を

し
、
無
料
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
一
部
機
種
に

搭
載
し
た
も
の
と
交
換
用
に
販
売

し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
無
料
交
換
は
平

成
２７
年
７
月
２７
日
の
「
リ
コ
ー
ル

社
告
」
と
は
対
象
が
異
な
り
ま
す
。

＊
バ
ッ
テ
リ
ー
の
み
購
入
さ
れ
た

方
も
対
象
。

◇
問
合
せ　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ

　

ク
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
電
動
自

　

転
車
バ
ッ
テ
リ
ー
市
場
対
策
室

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０

－

８
７
０

－

３
５
５
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://p
a
n
a
so
n
ic
.c
o
.

jp
/a
p
/s/e
b
)

　

消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ

ト
で
様
々
な
リ
コ
ー
ル
情
報
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（h
ttp
://w
w
w
.re
c
a
ll.g
o
.jp
/)

　

ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

も
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

災
害
に
よ
り
住
宅
の
修
理
等
が

必
要
な
場
合
で
も
、
慌
て
ず
に
複

数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
、

周
囲
に
相
談
し
た
り
し
た
上
で
契

約
し
ま
し
ょ
う
。
住
宅
の
損
傷
に

つ
い
て
業
者
か
ら
不
安
な
こ
と
を

言
わ
れ
て
も
、
本
当
に
工
事
が
必

要
か
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
額
な
前
払
い
は
避
け
、
で
き

る
だ
け
完
成
後
の
支
払
い
を
主
と

し
た
契
約
に
し
ま
し
ょ
う
。
台
風
、

大
雪
、
地
震
等
の
自
然
災
害
の
後

は
、
住
宅
修
理
や
便
乗
商
法
等
の

様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

日
本
の
台
所
築
地
場
外
を
自
分

の
目
で
確
か
め
、
食
の
安
心
安
全

に
つ
い
て
考
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う
！

　消費生活に関する

問合せ・相談は消費

 生活センターへ

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）…役場１階西側（収納課奥）

　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　☎０２９－８８５－７１４１（直通）

（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。また、都合により相談員が不在の

　場合がありますので、電話でご確認ください）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）

　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や
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。
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「
瓦
の
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重
い
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で

新
し
い
屋
根
に
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良
い
」
と
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れ
、
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用
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半
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る
１
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０
万
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振
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ん
だ
が
、
４
カ
月
経

っ
て
も
工
事
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始
ま
ら
な
い
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国民年金国民年金

《お問合せ》

国保年金課年金係
☎０２９－８８５－０３４０
（内）１１６

　社会基盤整備に必要な新しい技術や、生活に身近な地震対策、海や川の浄化等の高度な研究・

実験を行う施設が、私たちの美浦村にあるのをご存知ですか。東洋建設株式会社では「土木の日」

にちなみ、施設の一般公開を行います。様々な体験を通して、科学技術に対する興味と理解を深

めてみませんか。大人も子どもも楽しめる内容ですので、ぜひご家族でご参加ください。

　国民年金保険料は、その年の１月１日から１２月３１日までに納付した全額が、所得税および住民税の社会

保険料控除の対象となります。この控除を受けるには、年末調整や確定申告などの際に、保険料を納付し

たことを証明する書類を添付することが義務付けられています。

　このため、日本年金機構本部では、１年間に納付した国民年金保険料の納付額を証明する「社会保険料

（国民年金保険料）控除証明書」というハガキを、１１月上旬または２月上旬に次の方を対象に送付します。

①１１月上旬送付対象者　平成２８年１月１日～９月３０日に国民年金保険料を納付した方

②２月上旬送付対象者　上記①以外の方で、平成２８年１０月１日～１２月３１日に国民年金保険料を納付した方

・ナビダイヤル　☎０５７０－００３－００４（ＩＰ電話、海外からは利用不可）

・一般電話　☎０３－６６３０－２５２５（ＩＰ電話、海外からも利用可能）

【受付期間】　平成２９年３月１５日（水）まで

　＊土曜日（第２土曜日を除く）・日曜日・祝祭日・年末年始（１２月２９日～１月３日）はご利用できません。

【受付時間】　月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後７時　／　第２土曜日　午前９時～午後５時

◎社会保険料控除とは…

　自分自身や配偶者、その他の親族の負担すべき「国民年金、国民健康保険、健康保険･厚生年金保険な

　どの社会保険料」を納付（給与から天引きされた金額も該当）したときに受けられる所得控除のことです。

◎大学生の子どもや家族などの国民年金保険料を納付したときは…

　配偶者やご家族が負担すべき国民年金保険料を納付したときは、その納付額をご自身分の納付額と合わ

　せて申告することができます。ご家族あてに送られた控除証明書も添付して申告してください。

　　　　１２月３日（土）午後０時３０分～４時

　　　　東洋建設株式会社美浦研究所（美浦村受領１０３３－１）
　　　　＊車でお越しの際は、案内標識にしたがって所定の場所に駐車してください。

　　　　５０名（ジュニア・アカデミー、わくわく美浦っ子塾同時開催）
　　　　＊大人・子どもを合わせた人数。定員を超えた場合は村内居住者を優先します。

　　　　・コンクリートグッズ製作体験

　　　　・地震に強い構造物がどれか、強さを調べる実験

　　　　・ペットボトルで発電体験

　　　　　　１１月２０日（日）までに中央公民館窓口で配布している参加申込書にてお申込みください。

　　　　　　　　生涯学習課（中央公民館内）☎０２９－８８５－４４５１　※月曜・祝日休館

◇日時

◇会場

　　　

◇定員

　　　

◇内容

　　　

　　　

◇申込方法

◇申込・問合せ

東洋建設株式会社美浦研究所一般公開

～年末調整・確定申告に必要な書類です～

■　控除証明書に関するお問合せは《控除証明書専用ダイヤル》へ■　控除証明書に関するお問合せは《控除証明書専用ダイヤル》へ

前田建設工業

株式会社共催
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　村では、地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業者により住宅リフォーム

工事を行った場合、その費用の一部を助成（予算がなくなり次第受付終了）しています。

　必ず工事着工前に申請してください。すでに工事を着工した後の申請は対象となりません。

【助成の対象となる条件】　以下のすべての条件を満たす方が助成の対象となります。　

・村内に自己が所有する個人住宅・併用住宅に継続して３年以上住民登録をしている方で、
　その居住する住宅に以下の助成対象リフォーム工事を村内の施工業者により行う方。

・すでにこの助成を利用された方が同世帯内にいない方。

・村税、使用料、その他の村の税外収入金に未納がない方。

【助成対象リフォーム工事】　以下のすべての条件を満たす工事が助成の対象となります。

・村内の施工業者による、工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、
　模様替え、その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事。

▼対象外となる工事の具体例

・居住用建物以外（離れ・物置・車庫・塀等）の工事

・屋根の葺き替え・変更・模様替え

・新築工事または既存床面積の２分の１を超える増改築工事

・システムキッチン・冷暖房機等の機器類および建具のみの設置・交換工事
・ソーラーパネルの新築・交換工事
・自然災害による被害の復旧工事等。

【助成金額】

　助成対象リフォーム工事にかかった工事費（消費税別）の１０％（上限額１０万円）が助成されます。

＊千円未満は切り捨てとなります。

助成の申請は必ず着工前に！！

村内施工業者による住宅リフォーム

の費用の一部を助成しています

「美浦サポートクーポン券」を販売します「美浦サポートクーポン券」を販売します
　美浦村商工会では、本年度も美浦サポートクーポン事業を実施します。

　この事業は、【美浦サポートクーポン券】（１セット１万円のご購入により事業加盟店において

１万２千円分の買い物ができる共通商品券）の発行を通して、地域とともにある「いい店づく

り」「あたたかい店づくり」を進めようというものです。ぜひ、この機会に２割お得なプレミア

付クーポン券と地元商店のさらなるご利用をお願いします。

■発行総額　２，７００万円　　■価格　１セット１万円（１，０００円券１０枚＋５００円券４枚）

■有効期間　１２月１日から平成２９年３月３１日まで　■取り扱い店　事業加盟店約７０店舗

■販売場所　美浦村商工会（平日のみ）・安田百貨店・高野青果店・中泉商店・いしばし商店・
　　タカス商会・石川商店・（株）鈴木商店・とぴあ

■販売開始日　１２月１日（木）＊売り切れ次第販売終了です。

※クーポン券が利用できる事業加盟店等の詳細については、

　１１月２５日の新聞折込チラシをご覧ください。

【問合せ】美浦村商工会☎０２９－８８５－２２５０

住宅リフォーム住宅リフォーム

助成助成

《お問合せ》

都市建設課
☎０２９－８８５－０３４０
　（内）２２２・２２３

《村内施工業者とは》

法人は本店・本社・支

店・営業所等が村内に

所在する場合、個人事

業は事業主が村内に住

民登録して生計を営ん

でいる場合、村内施工

業者に該当します。
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美浦村介護保険特別会計

平成２７年度決算報告

美浦村介護保険特別会計

平成２７年度決算報告

◎平成２７年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳出）◎平成２７年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳出）

介護サービス等諸費

＊介護、介護予防、高額

　介護、高額医療合算介
　護、特定入所者介護を
　含みます。

審査支払手数料

介護予防事業費

包括的支援・任意事業費

総務費

基金積立金

地域支援事業費

地域包括支援センター費

諸支出金

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

介護保険事業の執行に必要な事務費・人件費等

保険給付費 介護・介護予防給付等に要する経費

要介護者・要支援者に行われたサービスに係る支出

被保険者の介護サービスに関する利用者負担分が一定の額を超えた場合

その超えた額に対して給付する支出

被保険者の介護サービスと医療サービスの利用者負担分の合計が一定の

額を超えた場合その超えた額に対して給付する支出

施設サービスに係る食費・居住費（滞在費）と低所得者の負担上限額との

差額に対して給付する支出

国民健康保険団体連合会に対して支払った審査支払手数料

介護給付費準備基金等への積立金

村が実施する地域支援事業に係る支出

６５歳以上の高齢者を対象に行った予防事業に対する支出

介護予防ケアマネジメント・総合相談事業等の事業に対する支出

地域包括支援センターの運営に必要な事務費・人件費等

他会計への繰出金、過年度分に係る保険料償還金、保険料過誤に係る還

付加算金、特別徴収義務者に対する過誤納還付金等

２５，８４４，６７４

８７６，０８７，４９６

８７５，８１９，２２６

３４，９３９，４３７

２６８，２７０

４，７２３，９９２

３，８９５，６６０

２２，９５４，０６１

１３，２１４，５３０

◎平成２７年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳入）◎平成２７年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳入） 合計　１０億２，６４８万６，６２８円合計　１０億２，６４８万６，６２８円

合計　９億８，３６０万８，５９０円合計　９億８，３６０万８，５９０円

２２５，０１５，１８０

８２，８００

１９９，５００，２６０

２４５，５４７，０００

１３１，０３５，０２５

１７１，８７６，２１０

４７，２２１，７７８

３３２，７２６

第１号被保険者（６５歳以上の方）の保険料保険料

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

保険料の督促手数料使用料および手数料

介護保険給付・地域支援事業執行に必要な国の負担金国庫支出金

第２号被保険者（４０歳から６４歳の方）の介護保険料に相当する交付金支払基金交付金

介護保険給付・地域支援事業執行に必要な都道府県の負担金都道府県支出金

介護保険給付・地域支援事業執行および人件費等に要する村の負担金繰入金

基金積立金の利子財産収入

前年度繰越金繰越金

延滞金、加算金、過料、第三者納付金等諸収入

▼保険事業勘定　歳入合計１，０２０，６４２，２２８円

▼保険事業勘定　歳出合計９７７，７６４，１９０円

５，４８４，４６０ 要支援認定を受けた利用者に対するケアマネジメント料サービス事業収入

３５９，９４０ 要支援認定を受けた利用者に対するケアマネジメント料繰越金

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

▼サービス事業勘定　歳入合計５，８４４，４００円

４，２５１，１１０

１，５９３，２９０

保険事業勘定への繰出金サービス事業諸支出金

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

ケアマネジメント委託料サービス事業費

▼サービス事業勘定　歳出合計５，８４４，４００円

３１，２４９

８２８，３３２

介護保介護保険

《お問合せ》

福祉介護課介護保険係

☎０２９－８８５－０３４０

（内）１１３・１３２・１３５

　平成２７年度の介護保険特別会計の決算の内訳を、皆さまに報告いたします。歳入と歳出の差額４，２８７万

８，０３８円は国・県からの交付金等の返還の他、基金に積み立てられます。
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１１月は
「乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）」
　　　　　の対策強化月間です

健やかづくり健やかづくり

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

お問合せ

健康増進課

☎０２９－８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life

《１２月の乳幼児健診》

１１月は「児童虐待防止推進月間」１１月は「児童虐待防止推進月間」１１月は「児童虐待防止推進月間」

◇受付時間　午後１時３０分～２時

・１歳６カ月児健診　１２月１２日（月）

　対象：平成２７年４月～５月生

・２歳児歯科健診　１２月１３日（火）

　対象：平成２６年１０月～１１月生

・４カ月児健診　１２月１９日（月）

　対象：平成２８年８月生

休日当番医
診療時間：午前９時～午後４時　＊都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎０２９－８６９－４８２０

１１　
　

月

１２　

月

１１
月

つじ耳鼻咽喉科クリニック

鈴木クリニック

阿見

稲敷

１３日

（日）

☎０２９－８０１－３３８７

☎０２９－８９２－３６４０

森脇整形外科

江戸崎ひかりクリニック

阿見

稲敷

２７日

（日）

☎０２９－８４３－７８８８

☎０２９－８３４－５７７７

まつばらウィメンズクリニック

いわき内科クリニック

阿見

稲敷

１１日

（日）

☎０２９－８３０－５１５１

☎０２９－８７５－５１００

あみ小林クリニック

ゆはらクリニック

阿見

稲敷

４日

（日）

☎０２９－８８８－２２００

☎０２９－８９４－２００２

しんクリニック

坂本耳鼻咽喉科医院

阿見

稲敷

２３日

（水）

☎０２９－８７５－５６８６

☎０２９－８９２－２６２７

さ か え 医 院

古 橋 医 院

阿見

稲敷

２０日

（日）

☎０２９－８８８－２６６２

☎０２９９－７８－３７７０

　乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ：Ｓｕｄｄｅｎ　Ｉｎｆａｎｔ　Ｄｅａｔｈ　Ｓｙｎｄｒｏｍｅ）は、それまで元気だっ

た赤ちゃんが、事故や窒息ではなく眠っている間に突然死亡してしまう病気です。日本での発生頻度はお

よそ出生児６，０００～７，０００人に１人と推定されています。

　ＳＩＤＳの原因はまだわかっていませんが、生後２カ月から６カ月、男児、早産児、低出生体重児、人

工栄養児、うつぶせ寝、両親の喫煙、冬季、早朝から午前中に発生事例が多いことが、平成９年度厚生省

心身障害研究「乳幼児死亡の防止に関する研究」で分かっています。

　以下のような育児習慣等に留意することで、ＳＩＤＳの発症リスクの低減が期待されています。これら

はいずれもＳＩＤＳの直接の原因ではありませんので、必要以上に不安に思う必要はありません。日頃の

子育てを再確認していただき、あとはおおらかな気持ちで子育てをしましょう。

◎うつぶせ寝は避けましょう

　うつぶせ寝の方が、あおむけ寝の場合に比べてＳＩＤＳの発症率が高いと報告されています。うつぶせ

　寝がＳＩＤＳを引き起こすものではありませんが、医学上の理由でうつぶせ寝をすすめられている場合

　以外は、赤ちゃんの顔が見えるあおむけで寝かせるようにしましょう。

◎たばこはやめましょう

　たばこは、ＳＩＤＳ発生の大きな危険因子です。平成９年度研究では、両親が喫煙する場合の発症率は、

　両親が喫煙しない場合に比べて約４．７倍高いと報告されています。妊婦自身の喫煙はもちろん、妊婦や

　赤ちゃんのそばでの喫煙もよくありません。これには身近な人の理解も大切ですので、日頃から喫煙者

　に協力を求めましょう。

◎できるだけ母乳で育てましょう

　母乳で育てられている赤ちゃんは、人工乳で育てられている赤ちゃんと比べてＳＩＤＳの発症率が低い

　と報告されています。人工乳がＳＩＤＳを引き起こすわけではありませんが、体重が順調に増えている

　なら、できるだけ母乳で育てましょう。

　児童虐待への対応は、従来より制度改正や関係機関の体制強化

等その充実が図られてきました。しかし、深刻な児童虐待事件が

後を絶たず、全国の児童相談所における児童虐待に関する相談対

応件数も増加を続けており、依然として社会全体で取り組むべき

重要な課題となっています。

　児童虐待を発見した場合は、市町村や児童相談所（☎１８９：全

国共通）に通告しなければなりません。連絡は匿名でもよく、連

絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

■問合せ　役場福祉介護課☎０２９－８８５－０３４０内線１３２
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　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

４ぴよ
エン
ほっ

４ぴよ
よち
ほっ

毎月、親子でできる簡単

な遊びや子育てのコツを

紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公

　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。

※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。

　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、

毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ

んによる個別の「育児相談（　）」を行

っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、

毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ

んによる個別の「育児相談（　）」を行

っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２６４．２～Ｈ２７．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）

　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん

　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし
１２月の
子育て広場

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

３

５

１６１３１１

２４

３１

１７

２３２２

３０２９

２１

２８

２０

２７

１９

２６

１８

２５

２

１４１２ １５

１０４ ６

１

９７ ８

甘い物を食べたがり、食事量が増えません。／２歳

味の濃い物を食べていると、お茶や水・白米や豆腐な

ど味の薄い物が食べにくくなり、食事量が減少し、バ

ランスが悪くなって偏食や肥満につながります。家族

内で配慮してあげましょう。

甘い物を食べたがり、食事量が増えません。／２歳

味の濃い物を食べていると、お茶や水・白米や豆腐な

ど味の薄い物が食べにくくなり、食事量が減少し、バ

ランスが悪くなって偏食や肥満につながります。家族

内で配慮してあげましょう。

食べ物を噛まずに飲み込みます。／１歳

前歯で噛み切り、自分の口の中で噛み砕ける量を知る

事が大切です。口の中の成長に合わせて食材の種類や

硬さを選びましょう。また、「かみかみしようね」など

の声掛けもしてみましょう。

食べ物を噛まずに飲み込みます。／１歳

前歯で噛み切り、自分の口の中で噛み砕ける量を知る

事が大切です。口の中の成長に合わせて食材の種類や

硬さを選びましょう。また、「かみかみしようね」など

の声掛けもしてみましょう。

食事中、座っていられません。／１歳６カ月

食事より遊びに興味が向く時期なので、テレビを消し

おもちゃを片付けて周りの環境を整えます。また、食

事前の水分やおやつは控えてお腹を空かせておくよう

にしましょう。

食事中、座っていられません。／１歳６カ月

食事より遊びに興味が向く時期なので、テレビを消し

おもちゃを片付けて周りの環境を整えます。また、食

事前の水分やおやつは控えてお腹を空かせておくよう

にしましょう。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎０２９－８８５－６５１１＊午前９時～午後４時３０分
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も
、
当
日
の
受
付
に
よ
り
成
人
式

典
に
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
問
合
せ　

村
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
０

２
９－

８
８
５－

４
４
５
１
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ

：

０
２
９－

８
８
５－

７
０
１
５

　　

好
文
亭
梅
朝
さ
ん
の
楽
し
い
落

語
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

今
回
は
「
冬
」
を
テ
ー
マ
に
、
落
語

「
親
子
酒
」「
品
川
心
中
」
を
解
説
付

き
で
披
露
し
ま
す
。

＊
予
約
不
要
。
当
日
開
始
時
間
ま

　

で
に
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１１

月
２７

日
（
日
）
午
後
１

時
３０

分
〜
３
時
３０

分

《
案
内
状
の
送
付
》

　

平
成
２８

年
１１

月
１
日
現
在
で
村

内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
対
象
者
に

は
、
１１

月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

　

平
成
２８

年
１１

月
１
日
以
降
に
美

浦
村
に
転
入
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

村
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

て
い
て
も
平
成
２８

年
１１

月
１
日
現

在
で
村
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
案
内
状
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

新
成
人
の
対
象
者
で
あ
っ
て
、

案
内
状
が
届
か
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ま
で
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連

絡
（
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
生
年

月
日
、
④
卒
業
小
・
中
学
校
名
）

く
だ
さ
い
。
随
時
、
案
内
状
を
送

付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
案
内
状
が
な
い
場
合
で

　

村
で
は
、
今
年
度
２０

歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
う
「
成
人
式
典
」
を
開
催

し
ま
す
。

◇
開
催
日
時　

平
成
２９

年
１
月
８

日
（
日
）
午
前
１０

時
３０

分
〜
午
後

０
時
３０

分
（
午
前
９
時
３０

分
よ

り
受
付
開
始
）

◇
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◇
新
成
人
の
対
象
者　

平
成
８
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・

美
浦
村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

・

村
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ

　

れ
た
方

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

子育て支援センター

消費生活センター

美 浦 村 商 工 会

美浦村ホームページアドレス：
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール：info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

☎８８５－６５１１

☎８８５－７１４１

☎８８５－２２５０

◇
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

く
ず
や
藤
の
つ
る
等
を
使
っ
て

か
ご
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

１２

月
２
日
（
金
）
午
前
１０

時
〜
正
午

◇
会
場　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

◇
体
験
料　

５
０
０
円

◇
募
集
人
数　

１０

名

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

◇
申
込
方
法　

１１

月
２０

日
（
日
）
ま

で
に
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

お
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
に
は
、

お
口
の
健
康
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

お
口
の
働
き
が
良
く
な
る
と
噛

む
力
や
飲
み
込
む
力
が
強
く
な
り
、

唾
液
も
よ
く
出
て
消
化
が
助
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
噛
む
こ
と
に
よ

り
脳
が
活
性
化
し
、
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

固
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ

た
り
、
お
茶
や
汁
物
等
で
む
せ
た

り
、
口
の
渇
き
が
気
に
な
る
等
、

依
然
と
少
し
違
う
な
と
感
じ
る
方

に
お
勧
め
の
教
室
で
す
。

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
や
個

別
指
導
・
口
腔
ケ
ア
（
３
回
目
以

外
）
、
栄
養
士
に
よ
る
講
話
（
３
回

目
の
み
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

お
口
の
手
入
れ
・
体
操
を
毎
日

の
習
慣
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
１
回
目
》

・

開
催
日
時　

１２

月
６
日
（
火
）
午

　

前
１０

時
〜
正
午

・

内
容　

講
話
・
個
別
指
導
等

《
２
回
目
》 

・

開
催
日
時　

１２

月
２０

日
（
火
）
午

　

前
１０

時
〜
正
午

・

内
容　

講
話
・
個
別
指
導
等

《
３
回
目
》 

・

開
催
日
時　

平
成
２９

年
１
月
１２

　

日
（
木
）
午
前
１０

時
〜
１１

時
３０

分

・

内
容　

講
話

《
４
回
目
》

・

開
催
日
時　

平
成
２９

年
１
月
２７

　

日
（
金
）
午
前
１０

時
〜
１１

時
３０

分

・

内
容　

講
話
等

《
５
回
目
》 

・

開
催
日
時　

平
成
２９

年
２
月
７

　

日
（
火
）
午
前
１０

時
〜
正
午

・

内
容　

講
話
・
個
別
指
導
等

◇
対
象
者　

６５

歳
以
上
で
基
本
チ

　

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
口
腔
機
能
の
向

上
で
要
注
意
と
な
っ
た
方
お
よ

び
希
望
者

◇
会
場　

美
浦
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
福
祉
介

護
課
（
内
線
）
１
１
３
・
１
３
５

※局番は０２９

美
浦
村
成
人
式
典
を

開
催
し
ま
す

第
１６

回
梅
朝
基
礎
落
語

つ
る
か
ご
作
り
体
験

お
口
元
気
教
室
の
ご
案
内
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◇
問
合
せ　

役
場
生
活
環
境
課
、

　

県
廃
棄
物
対
策
課
☎
０
２
９－

　

３
０
１－

３
０
３
３

　

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
開
催
日
時　

１１
月
２８
日
（
月
）
午

　

前
１０
時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・

問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
０
２
９－

８
８
５－

　

２
９
１
５

く
な
い
残
土
等
を
埋
め
立
て
ら
れ

る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、「
う
ま
い
話
が
あ
っ
て
も
安
易

に
土
地
を
貸
さ
な
い
」
と
い
う
意

志
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
遊
休
地
に
い
つ
の
間
に

か
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な
見

回
り
、
侵
入
防
止
柵
や
不
法
投
棄

禁
止
等
の
警
告
掲
示
板
の
設
置
が

有
効
で
す
。

・

不
法
投
棄
・
野
焼
き
を
見
つ
け

　

た
ら
不
法
投
棄
１
１
０
番
☎
０

　

１
２
０－

５
３
６－

３
８
０

　

爽
や
か
な
音
色
に
の
せ
て
、
思

い
出
の
う
た
、
心
の
ふ
る
さ
と
を

奏
で
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

＊
整
理
券
配
布
に
つ
い
て
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１２
月
４
日
（
日
）
午
後
１

　

時
開
演
（
午
後
０
時
３０
分
開
場
）

◇
会
場　

美
浦
村
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル

◇
曲
目　

男
た
ち
の
歌
（
宗
右
衛

門
ブ
ル
ー
ス
／
あ
あ
上
野
駅
／

船
頭
小
唄
／
千
曲
川
）
、
三
つ
の

幻
想
曲
へ
の
旅
（
荒
城
の
月
幻

想
／
六
段
幻
想
／
さ
く
ら
幻
想
）
、

み
ん
な
で
歌
う
（
ふ
る
さ
と
／

上
を
向
い
て
歩
こ
う
）
他
多
数

◇
主
催　

美
浦
華
の
会

◇
後
援　

美
浦
村
・
美
浦
村
教
育

委
員
会
・
美
浦
村
文
化
協
会
・

日
本
大
正
琴
協
会

◇
問
合
せ　

美
浦
華
の
会
（
木
村
）

☎
０
２
９－

８
８
５－

７
０
１
９

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
２３
年
）
１２
月

１０
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

毎
年
１２
月
１０
日
を
「
人
権
デ
ー
（Ｈ

u
m
a
n
　
Ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
　
Ｄ

ａ
ｙ

）
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま

で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種

の
人
権
啓
発
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も

あ
る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相

手
の
立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

　

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
れ
ん

こ
ん
の
収
穫
が
本
番
を
迎
え
る
こ

の
時
期
、
今
年
も
「
日
本
一
の
れ

ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
美
浦
村
か
ら
も
次
の
２

店
舗
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
美
容

と
健
康
に
良
い
旬
の
「
れ
ん
こ
ん

料
理
」
を
、
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間　

１１
月
１
日
（
火
）
〜

３０
日
（
水
）

◇
美
浦
村
内
の
協
賛
店
舗

･

あ
た
り
や
食
堂
（
大
谷
）

･

い
さ
美
庵
（
舟
子
）

◇
問
合
せ　

日
本
一
の
れ
ん
こ
ん

料
理
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

局
（
全
農
い
ば
ら
き
県
南
Ｖ
Ｆ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
☎
０
２
９－

８
７
５－

８
０
７
７

　

介
護
支
援
専
門
員
の
更
新
研
修

（
実
務
未
経
験
者
用
）
お
よ
び
再
研

修
（
証
の
有
効
期
間
満
了
者
等
用
）
。

◇
日
程　

平
成
２９
年
１
月
〜
３
月

　

の
う
ち
１１
日
間

＊
班
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

◇
会
場　

水
戸
会
場
・
土
浦
会
場

◇
定
員　

３
班
あ
り
（
各
９０
名
）

◇
受
講
料　

３
万
５
０
０
０
円

＊
税
込
み
、
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
。

◇
募
集
期
限　

１２
月
１５
日
（
木
）

◇
問
合
せ　

（
公
財
）
介
護
労
働
安

　

定
セ
ン
タ
ー
茨
城
支
部
☎
０
２

　

９－

２
２
７－

１
２
１
５
、
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.k
a

　

ig
o
-c

e
n

te
r.o

r.jp
/sh

ib
u
/ib

a
ra

　

k
i/in

d
e
x
.h

tm
l

）

　

悪
質
な
業
者
か
ら
、
金
銭
や
甘

い
言
葉
で
土
地
利
用
を
求
め
ら
れ
、

安
易
に
同
意
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、

大
切
な
土
地
に
廃
棄
物
を
不
法
投

棄
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
質
の
良

　認知症の方の介護は、他の人から見ると介護をし

ていることが分かりにくく、誤解や偏見を持たれて

しまう場合があります。そこで、村では介護してい

る方が介護中であることを周囲の方に理解していた

だくために使用する「介護マーク」を配布しています。

【どんなときに使うの？】

・駅やサービスエリア等のトイレで付き添うとき

・男性介護者が女性用下着を購入するとき

・病院で診察室に入る際、一見介助が不要に見える

　のに２人で入室するとき等

【どこでもらえるの？】

介護マークをご希望の方は、

役場福祉介護課窓口までお越

しください。

□問合せ　役場福祉介護課☎０２９－８８５－０３４０

介護マークを配布しています介護マークを配布しています

美
浦
華
の
会

大
正
琴
演
奏
会

第
６８

回
人
権
週
間

日
本
一
の
れ
ん
こ
ん

料
理
フ
ェ
ア
２
０
１
６

介
護
支
援
専
門
員
研
修

あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談
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求
人
情
報
提
供　

他

◇
問
合
せ　

（
社
福
）
茨
城
県
社
会

福
祉
協
議
会
茨
城
県
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９－

２
４
４

－

４
５
４
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
２

９－

２
４
４－

４
５
４
３

　

竜
ヶ
崎
税
務
署
で
は
、
個
人
事

業
者
の
方
の
決
算
の
仕
方
等
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。（
各
回
２
時
間
程
度
）

《
白
色
決
算
説
明
会
》

◎
１２

月
１２

日
（
月
）

・

時
間
　

午
後
１
時
〜

・

会
場　

取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎

　

（
取
手
市
藤
代
７
０
０
）　

《
青
色
決
算
説
明
会
》

◎
１２

月
１３

日
（
火
）

・

時
間
　

午
前
１０
時
〜

・

会
場　

取
手
市
役
所
藤
代
庁
舎

　

（
取
手
市
藤
代
７
０
０
）　

◎
１２

月
１４

日
（
水
）

・

時
間
　

午
後
１
時
〜

・

会
場　

牛
久
市
奥
野
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
牛
久
市
島
田
町
２

　

７
０
０－

１
）

◎
１２

月
１５

日
（
木
）

・

時
間
　

午
前
１０
時
〜

・

会
場　

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習

　

セ
ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
１

　

６
０
６－

１
）

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込

み
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
も
と
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ

・

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp
://w
w
w
.n
e
n
k
in
.g
o
.jp
/

）

・

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０－

０
５
８－

５
５
５

＊
ご
自
身
の
電
話
番
号
が
０
５
０

　

で
始
ま
る
方
は
☎
０
３－

６
７

　

０
０－

１
１
４
４

・

土
浦
年
金
事
務
所
☎
０
２
９－

　

８
２
５－

１
１
７
０

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
な

子
ど
も
た
ち
を
、
温
か
い
愛
情
と

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
育
て
て

く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

里
親
制
度
は
児
童
福
祉
法
に
基

づ
い
た
公
的
な
児
童
保
護
制
度
で
、

社
会
的
養
護
（
公
的
な
責
任
に
よ

り
養
育
す
る
）
の
一
つ
で
す
。

　

全
国
で
約
４
万
６
０
０
０
人
の

子
ど
も
た
ち
が
社
会
的
養
護
の
元

で
暮
ら
し
、
そ
の
う
ち
約
５
９
０

０
人
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム
や
里

親
の
元
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
養
育

し
て
く
だ
さ
る
里
親
家
庭
を
求
め

て
お
り
、
里
親
を
支
援
す
る
体
制

の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
稲
北
地
区
里
親
会
と

地
区
を
担
当
す
る
里
親
支
援
専
門

相
談
員
が
里
親
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。「
す
ぐ
に
は
里
親
に
は
な

れ
な
い
け
ど
興
味
が
あ
る
」「
ま
ず

は
里
親
制
度
が
ど
ん
な
制
度
な
の

か
知
っ
て
み
た
い
」
等
、
関
心
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

土
浦
児
童
相
談
所
☎

　

０
２
９－

８
２
１－

４
５
９
５
、

　

役
場
福
祉
介
護
課

　

平
成
２８
年
度
分
納
税
通
知
書
の

送
付
用
封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
限　

１１
月
２４
日
（
木
）

◇
募
集
対
象　

事
業
の
広
告

◇
封
入
す
る
納
税
通
知
書
の
種
類

＊
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

＊
村
民
税
･
県
民
税
納
税
通
知
書

＊
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

◇
発
送
数　

約
１
万
６
６
０
０
通

◇
規
格　

縦
６
㎝
×
横
９
㎝

◇
枠
数　

２
枠
（
１
事
業
所
１
枠
）

◇
掲
載
場
所　

封
筒
裏
面

◇
掲
載
料　

１
枠
５
万
円
以
上

◇
決
定
方
法　

申
込
額
の
高
い
順

に
上
位
の
２
事
業
所

＊
最
低
申
込
価
格
の
５
万
円
を
下

回
る
金
額
で
の
応
募
は
無
効
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
･
問
合
せ　

役
場
総
務
課

　

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
や
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
就
職
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
、

事
前
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

《
県
南
地
区
》

◇
日
時　

１２
月
４
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
３
時

＊
午
後
０
時
３０
分
受
付
開
始
。

◇
会
場　

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　

（
土
浦
市
城
北
町
２

－

２４
）

◇
内
容　

求
人
事
業
者
と
の
個
別

　

就
職
相
談
・
面
接
、
求
職
登
録
、

◇
問
合
せ　

竜
ヶ
崎
税
務
署
個
人

課
税
部
門
☎
０
２
９
７－

６
６

－

１
３
０
３
（
代
表
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
住
民
一
人
ひ

と
り
防
火
意
識
を
高
め
、
火
災
等

の
被
害
か
ら
尊
い
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
１１
月
９
日
（
水
）
か
ら

１５
日
（
火
）
ま
で
の
一
週
間
、
全
国

一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

や
不
注
意
が
原
因
で
発
生
し
て
い

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災

の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、
被

害
を
最
小
限
に
防
い
で
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
も
う
一
度
ご

家
族
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と
防
火

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
話
し
合

い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

と
も
に
助
け
合
え
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

《
２
０
１
６
年
標
語
》

「
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の

　

時　

そ
の
場
所
で
」

◇
問
合
せ　

い
な
ほ
消
防
署
☎
０

２
９－

８
９
２－

０
１
１
９

１１

月
３０

日
は
年
金
の
日

里
親
制
度
と
は

秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動

白
色
・
青
色
決
算
説
明
会

納
税
通
知
書
の
送
付
用
封
筒

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

福
祉
の
お
仕
事

地
区
別
就
職
相
談
会
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで

相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日

午前９：００～午後４：００

電話

相談

毎週水・金曜日

午前９：００～午後４：００

来所

相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０

主催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊１２月１日（木）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは

ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等

何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

１１月２１日（月）、１２月１９日（月）

午後１：００～３：００

老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

１２月２８日（水）

午後１：３０～４：００

１２月５日（月）・１９日（月）

午後１：００～３：００

１１月２５日（金）

午前１０：００～正午

役場１階住民相談室

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

原
則
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
。

＊
祝
日
等
の
理
由
に
よ
り
実
施
日

　

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
１１
月
・
１２
月
の
実
施
日
時　

１１

月
９
日
・
２２
日
、
１２
月
１４
日
・

２７
日
、
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

　

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
ま
で
に

　

電
話
予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
土

　

・
日
・
祝
日
等
の
役
場
閉
庁
日

　

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
予
約
の
電
話
は
、
証
明
書
を
受

　

け
取
り
に
来
庁
さ
れ
る
方
ご
本

　

人
が
、
直
接
役
場
住
民
課
ま
で

　

お
掛
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
武
田
優
様
、
Ｊ

Ｒ

Ａ

美
浦
ト
レ

　

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
様

　

古
切
手

○
匿
名
希
望
１
件

　

使
用
済
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
友
駿
健
康
麻
雀
倶
楽
部
様

　

９
８
９
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に

租
税
の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政

に
対
す
る
知
識
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
１
年
を
通
じ
て

租
税
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
１１
月
１１
日
か

ら
１７
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
集
中
的
に
様
々
な
広
報

広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
テ
ー
マ
は
「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を

設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w

　

w
.n
ta
.g
o
.jp

）　

・

国
税
分
野
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
制
度
に
関
す
る
情
報
（w

w

　

w
.n
ta
.g
o
.jp
/m
y
n
u
m
b
e
rin
fo

　

/in
d
e
x
.h
tm

）

・

国
税
庁
法
人
番
号
公
表
サ
イ
ト

　

（w
w
w
.h
o
u
jin
-b
a
n
g
o
u
.n
ta
.

　

g
o
.jp

）

◇
問
合
せ　

竜
ヶ
崎
税
務
署
総
務

課
☎
０
２
９
７－

６
６－

１
３

０
３
（
代
表
）

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約
）

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

　

善　
　

意

＊納期限は１１月３０日（水）です。

１１月の納税

（５期）

（５期）

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

美浦村

メガソーラー

美浦村

メガソーラー

９月の発電量

累計（今年度）

２４５，１９６

１，６７１，１２７

（単位：ｋＷｈ）

税
を
考
え
る
週
間

（９月１日～３０日）

９月３０日現在死者ゼロ継続９４３日

発生件数

負傷者数

死者数

１

１

０

年累計

（　２４　）

（　３４　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況
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広報みほ（№６５６・平成２８年１１月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

いさ美庵（舟子）☎０２９－８８５－３７５２／木曜休

あたりや食堂（大谷）☎０２９－８８５－２０１６／火曜休

半十郎（郷中）☎０２９－８８５－１８４５／日曜・祝日休

いさ美庵（舟子）☎０２９－８８５－３７５２／木曜休

あたりや食堂（大谷）☎０２９－８８５－２０１６／火曜休

半十郎（郷中）☎０２９－８８５－１８４５／日曜・祝日休

◎フェア期間中、常陸秋そばメニューを追加☆◎フェア期間中、常陸秋そばメニューを追加☆

◎フェア期間中、そば粉・製麺を販売☆◎フェア期間中、そば粉・製麺を販売☆
ＪＡ茨城かすみまごころ市（郷中）☎０２９－８８５－０１２５

　＊営業日時　水・日曜日午前９時３０分～午後３時

ＪＡ茨城かすみまごころ市（郷中）☎０２９－８８５－０１２５

　＊営業日時　水・日曜日午前９時３０分～午後３時

　そば通にはブランド品として知られる「常陸秋そば」。美浦村でも栽培面積・収量が増え、各種イ

ベント等で常陸秋そばが食べられるようになりました。村観光協会では、村民の方々や美浦を訪れ

た方々に地元店や家庭で新そばの味と香りを楽しんでいただこうと、地元生産者と飲食店が連携し

て「美浦の常陸秋そばフェア」を開催します。新しい美浦の味をこの機会にぜひご賞味ください。

美浦の常陸秋そばフェア美浦の常陸秋そばフェア

■お問合せ　美浦村観光協会（役場経済課内）☎０２９－８８５－０３４０■お問合せ　美浦村観光協会（役場経済課内）☎０２９－８８５－０３４０

１１月１６日（水）～１２月１８日（日）開催

ＪＡ茨城かすみまごこ

ろ市では、以下の期日

に「そば団子等の試食

会」を行います。ぜひ

お試しください。

・１１月２０日（日）

・１２月４日（日）

◇応募資格　村内にお住まいの２０歳以上の方（ご同伴の方も村内にお住まいの方に限りま

　　　　　　すが、年齢要件はありません）

◇定　　員　１５組３０名（定員を超えた場合は、昨年参加されていない方を優先のうえ抽選）

◇応募方法　往復ハガキに以下の必要事項を記入し、ご応募ください。

　　　　　　＊お一人様につき１回のご応募のみ有効です。

　〈往信表面〉　〒３００－０４９２　美浦村大字受領１５１５
　　　　　　　美浦村役場企画財政課「美浦ステークス」観戦係

　〈往信裏面〉　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号（当日連絡の取れる番号）、
　　　　　　　同伴者の氏名・住所・年齢

　〈返信表面〉　応募者の郵便番号、住所、氏名

　〈返信裏面〉　何も書かないでください。

◇応募締切　１１月２５日（金）必着

※当日は役場から中山競馬場へ送迎します。詳細は当選された方へ返信ハガキでお知らせ
　します。

往路：役場発午前８時３０分、復路：中山競馬場発午後４時３０分を予定

■お問合せ　役場企画財政課☎０２９－８８５－０３４０　※当落に関するお問合せには応じられません。

【レース開催日】　１２月１１日（日）中山競馬場第１０Ｒ

　今年も中山競馬場で「美浦ステークス」が開催されます。この「美浦」を冠した

年に１度のレース開催にあたり、中山競馬場に１５組３０名の方をご招待します。

　皆さまのご応募をお待ちしています。

　今年も中山競馬場で「美浦ステークス」が開催されます。この「美浦」を冠した

年に１度のレース開催にあたり、中山競馬場に１５組３０名の方をご招待します。

　皆さまのご応募をお待ちしています。

美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？
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